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東京本社
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AREホールディングスとは03
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• 貴金属リサイクル国内No1 グローバル展開

• 産業廃棄物処理のリーディングカンパニー

• 株主還元を最重視

特徴

パーパス ｢この手で守る自然と資源｣

04
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セグメント別売上収益

事業内容
貴金属事業

環境保全事業

グループ企業

アサヒプリテック

アサヒメタルファイン

アサヒリファイニング

ジャパンウェイスト

北米精錬事業

売上収益
2,924億円

環境保全事業

貴金属
リサイクル事業

*2023年3月期実績

2023年３月末又は2023年３月期

創業 1952年7月

事業所数
全44拠点

(国内３４拠点・海外10拠点）

従業員数 1,467名

売上収益 2,924億円

営業利益 193億円

資本金 78億円

基本情報05



貴金属含有スクラップ

貴金属リサイクル事業（日本・アジア）

回収

返却

販売貴金属
製品に
再生

コモディティ市場・

実需家・商社

北米精錬事業（北米）

• 貴金属リサイクル（日本・アジア）
→様々な分野の貴金属含有スクラップをリサイクルし地金化

• 北米精錬（アメリカ・カナダ）
→主に鉱山由来の金・銀の精錬／精錬を土台とした多様な製品加工、金融サービス等

鉱山・宝飾産業

地金返却

高付加価値
サービス

貴金属事業

Copyright © ARE Holdings, Inc. All rights reserved.
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産業廃棄物

環境保全事業（日本）

適正処分・
無害化処理・資源再生

回収

• 主に難処理物を対象とした無害化等適正処理および再資源化を実施
• 自社適正処理、コンサルティング、DXソリューションと3世代事業コンセプトでの事業活動

コンサルティング営業人員
約150人

処理施設
11拠点

SaaS事業の開始
2022年６月

①自社適正処理 ②コンサルティング ③ＤＸソリューション

3世代コンセプト

環境保全事業

Copyright © ARE Holdings, Inc. All rights reserved.
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単位：億円

Copyright © ARE Holdings, Inc. All rights reserved.

• 過去10年間：売上収益は3倍、営業利益は2倍に増加
• 2022年度 ：坂東工場新設の効果で宝飾分野からの回収が増加し増収

ロジウム価格急落や関係会社株式売却損により減益

業績推移08
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※2021年4月1日に1:2の株式分割を実施しており、20２０年度までの1株当たり配当金および1株当たり利益は分割後のベースに換算して表示

1株当たり利益
(円)

125.12 326.90 238.11 141.19 172.23

配当性向(%) 52.0 26.0 37.8 63.7 52.3

30
40 45 45 45

35

45
45 45 45

FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023

(予想)

中間配当 期末配当
9090

65

85

単位：円

90

株主還元09

基本方針:成長戦略のための設備投資やM&Aに必要な内部留保の充実を図りながら、
配当性向40％を目処とし、現在の年間配当水準から目減りさせず、安定的に配当を
継続する
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予想配当利回り（2023年11月13日時点）： 4.8％

1,475円

2,909円

10 株主重視の経営

役員報酬にトータルシェアホルダーリターン連動の株式報酬導入
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B
スコア

*2022年における外部評価に基づく

ディスクレイマー
AREホールディングスを MSCI インデックスに含めること、および MSCI のロゴ、商標、サービスマーク、またはインデックス名を使用することは、MSCI またはその関連会社がAREホールディング
スを後援、承認、または宣伝することを意味するものではありません。MSCI インデックスは MSCI の独占的財産です。MSCI ならびに MSCI インデックスの名称およびロゴは MSCI またはその
関連会社の商標またはサービスマークです。

インデックス（含むESG関連）への採用

Morningstar® 日本株式ジェンダー・ダイバーシ
ティ・ ティルト指数（除くREIT）

• JPX日経インデックス400に4年連続選定
• GPIF活用の国内株式ESGインデックス６本の内４本の構成銘柄に選定
• 高配当銘柄としても評価

Copyright © ARE Holdings, Inc. All rights reserved.

日経累進高配当株指数（愛称：しっかりインカム）

外部からの評価

ESG 評価

１１
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生 産

消費･利用

廃 棄 物 削 減 ・
適 正 処 分

リサイクル

回
収
営
業

貴金属
使用製品
製造･販売

金・銀

プラチナ･パラジウム

リサイクル工場

Copyright © ARE Holdings, Inc. All rights reserved.

13 貴金属リサイクルのビジネスモデル

電子 宝飾

歯科 触媒



人・社会・環境にやさしい貴金属供給

当社の生産するリサイクル貴金属は、鉱山から新たに生産される貴金属
と品質は同じ。LBMA/LPPMのグッドデリバリー認証も取得。

世界水準の品質

トレーサビリティを確保し、社会（人権）、環境（CO２）に対する配慮を強化、
国際認証で先行。

Copyright © ARE Holdings, Inc. All rights reserved.

14 当社の製品について



24.8

40.0
34.0

204トン

10１トン

国別生産量

ロシア 南アフリカ その他

37％

40％
23％

生産規模１５

セカンダリー

プライマリー

プラチナ生産

181トン

47トン

71％
11％

18％
国別生産量

当社生産６．３トン

当社生産６．0トン
世界の
6％

当社生産24.5トン

3,612 
トン

1,144 
トン

プライマリー

セカンダリー

パラジウム生産

金 生産

世界５位の
鉱山に相当

世界の
13％

*ゴールド：Gold Focus 2023, パラジウム・プラチナ：ジョンソンマッセイ「PGM Market Report May 2023」

順位 鉱山名 生産規模

1 Muruntau 60.5トン

2 Gasberg 55.9トン

3 Carlin 48.9トン

4 Olimpiada 32.5トン

5 Boddington 24.8トン

6 Cortez 23.8トン

7 Kibali 23.3トン

8 Pueblo Vjejo 22.2トン

9 Lihir 21.8トン

10 Detour Lake 21.8トン
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• メーカーの生産工程から貴金属を回収
• 電子分野のサプライチェーンの安定に貢献

• 国内半導体再興に貢献できる
表面処理及び精密洗浄領域の
拡大

• 先端的電子産業の生産工程か
ら原材料を回収

• 福岡、尼崎、長野の３拠点、
2026年度に茨城に新工場

• ルテニウム、イリジウム等の回
収を強化

16 国内産業への貢献



返却

ソルトレイクシティ・マイアミ・トロントの３拠点

（金400ｔｏｎ/年 ・ 銀2,000ton/年）

製品化

精練

Copyright © ARE Holdings, Inc. All rights reserved.

17 北米精錬のビジネスモデル
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I. 企業概要

II. 貴金属事業

III. 環境保全事業

IV. 成長戦略

※ご参考 2024年3月期第1四半期決算概要
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埋立処分

医療・
老健

教育・試験研究

飲食

化学・
製薬

建設

自動車

生 産

消 費 ･ 利 用

廃 棄

適正処理・
マテリアル/サーマル再生

発電

建設･素材原料

耐火材

回収営業・提案営業

肥料

化成品水素

中和・焼却等処理工場

電子・
半導体

Copyright © ARE Holdings, Inc. All rights reserved.

無害化・
減容

19 環境保全のビジネスモデル



• 北海道から沖縄に至る全国的な営業拠点網
• 同業他社との提携も活用したコンサルティングソリューションの提供

排出事業者
当社グループ

営業担当

同業他社

ご相談

国内子会社工場

ジャパンウェイスト工場

収運運搬

手配

同業他社の処理施設

Copyright © ARE Holdings, Inc. All rights reserved.

20 ワンストップサービス



• 47都道府県・9政令市･中核市で許可取得
• 発電と水素製造による最先端のエネルギーリカバリー

2025年完成予定「横浜焼却炉」

・大規模サーマルリサイクル
・最先端の水素製造プロセス

Copyright © ARE Holdings, Inc. All rights reserved.

21 全国展開・低炭素志向
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多角化推進
（倉庫事業の操業）

環境保全事業

Copyright © ARE Holdings, Inc. All rights reserved.

① 焼却炉の新設、増強
② 新事業の推進 （水素・

DXE事業）

貴金属リサイクル

① 新回収分野の開拓
② 東南アジアの事業拡大
③ 地金を商材とした事業開発

環境保全

① 業界再編
② 水素事業の推進
③ DXの推進

北米精錬

① プロダクト事業の拡大
② トレーディング機能の強化
③ 貴金属倉庫事業立ち上げ

23 成長に向けた“9ポイント(3x3)プログラム”
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2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年

電気自動車 ガソリン(ディーゼル)車

(千台)

28% 28% 29% 29% 32% 34% 36% 38% 40% 42% 44% 46% 48% 51%

電気（HV･FCV含む）への動力源の転換に伴い
「走る・止まる・曲がる」の電子化が同時進行
貴金属多消費の制御・センサー系デバイスの生産増加

0
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2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年

遺伝子細胞治療薬 従来型バイオ医薬品 合成医薬品

世界の医薬品市場は右肩上がりで成長
医薬品の生産過程でパラジウム触媒が化学反応を促す重要な役割を果たしている

(十億ドル)

出典：EvaluatePharma®のデータを元に当社推計

出典：日本自動車販売協会連合会のデータを元に当社推計

Copyright © ARE Holdings, Inc. All rights reserved.

24 貴金属リサイクル ： 新回収分野の開拓



1982年

1986年

2003年

2011年

1986年

医薬分野 EV分野

貴金属使用の先端的分野

伸びる東南アジア市場

Eスクラップ

精密洗浄

2011年

触媒

デンタル

宝飾

表面処理

Copyright © ARE Holdings, Inc. All rights reserved.

25 貴金属リサイクル ： 東南アジアの事業拡大



プラチナ
6.0 t+８．２ ｔ

前年比

増加する当社リサイクル貴金属の生産量 （２０２２年度実績）

• 世界的宝飾ブランドは社会（人権）、環境（CO２）に対する配慮を強化

• 当社のリサイクル金をグリーンゴールドとして高く評価

• この流れは、宝飾以外の産業分野、金以外の貴金属にも波及

金
24.5 t

Copyright © ARE Holdings, Inc. All rights reserved.

26 貴金属リサイクル ： 地金を商材とした事業開発

「全サプライチェーンを2030年までに脱炭素化」
（アップル）

「調達先は貴金属リサイクル、責任ある鉱山のみ」
（ティファニー）

前年比

+1.0 t



精錬
コア

融資・
仕組み金融

グリーン
ゴールド

トレーディング

2023年度
(現在）

貴金属倉庫

プロダクト

①プロダクト事業の拡大

②トレーディング機能の強化

③貴金属倉庫事業立ち上げ

2015年度
(買収時)

精錬
事業

Copyright © ARE Holdings, Inc. All rights reserved.

北米精錬 ： 精錬をコアとした更なる多角化27



出典：環境省「令和３年度環境産業の市場規模推計等委託業務 環境産業の市場規模・雇用規模等に関する報告書」

• 市場規模は約５兆円、約１０万の事業者は中小零細規模主体
• カーボンニュートラルやデジタル化への対応力に格差、将来的に再編も

大手

中小零細

５兆円
市場

温暖化対応デジタル対応

労働力不足

Copyright © ARE Holdings, Inc. All rights reserved.

２8 環境保全 ： 業界再編
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• 産業廃棄物処理の企業連合設立に基本合意
• 当社はレナタス株式の32%を保有予定
• レナタスとして上場を目指す

シンシア
ホールディングス
（東京・神奈川）

新日本開発
ホールディングス

（兵庫）

ハリタ金属
（北陸）

サンワグループ
（愛知）

ジャパンウェイスト
（兵庫・九州等）

J-STAR NO.5-A, LP+他

株式保有比率：100％

AREホールディングス

DXE
（役員2名）
取締役会長 東浦 知哉
取締役 中西 広幸

ウェイストシステムジャパン

レナタス

（株式交換後のストラクチャー）

株式保有比率：32％

29 環境保全 ： 株式交換
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• 株式交換を通じて経営規模が業界トップレベルに
• ジャパンウェイストの全国規模の営業網と、各社の首都圏、中部。北陸圏、近畿圏

の処理施設とのシナジーの発揮することで、企業価値の向上を目指す

ジャパンウェイスト

レナタス

ジャパンウェイスト+レナタス

産業廃棄物処理企業
売上高

（億円）

A社 677

レナタス 544

B社 340

C社 188

ジャパンウェイスト 182

D社 164

E社 78

F社 48

レナタスの決算数値はグループ企業の直前期決算数値（決算数値が確定していないものは、直前々期の数値）と当社環境保全事業セグメント数
値の単純合算（2023年3月期決算数値前提）
B社及びD社は2023年2月期、F社は2022年12月期決算数値よりそれぞれ抜粋
上記以外は2023年3月期決算数値より抜粋

30 環境保全 ： 株式交換のシナジー
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• 廃棄物発電時の余剰電力を活用し水素等を製造、実証から商用へ
• CO2排出削減／地域連携によるレジリエンス強化

H2O

H2H2

廃棄物発電
・新門司工場 （2022～）
・横浜工場 （2025～）

水電解システム

余剰
電力

水素
→低炭素燃料

海運動力源

燃料電池

アンモニア
(ＮＨ3)
→火力混焼等

副産物
→新素材用途

31 環境保全 ： 水素事業の推進
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32 環境保全 ： DXサービスの推進

• 産業廃棄物業界のDXを進めるために、SaaSサービスを2022年６月に開始
• 排出業者から処理業者まで一気通貫のデジタルプラットフォームを目指す



Copyright © ARE Holdings, Inc. All rights reserved.
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IV. 成長戦略

※ご参考 2024年3月期第2四半期決算概要
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概要

売上収益 1,519億円 （前年同期比+192億円）

営業利益 70億円 （前年同期比 △45億円）

ロジウムの影響

• 1Qに比べると2Qのロジウム価格は安定推移、しかしながらロジウム価格は前年9月末比で

７割下落、前年比26億円の減益要因

• ロジウムの価格変動リスク低減のための先渡し契約と代替ヘッジは計画通り進捗

その他の要因

• パラジウム価格は前年９月末比４割下落

• 触媒・エレクトロニクス分野の取引先の在庫調整が想定より長引く

• 分社化に伴う会計処理の変更

• 北米事業は好調に推移

通期業績予想について 金の販売量及び販売価格が当初予想比上回っているため売上収益を修正

ジャパンウェイスト 産業廃棄物業界の優良企業の持ち株会社であるレナタス社と株式交換を基本合意

Copyright © ARE Holdings, Inc. All rights reserved.

2024年３月期 第2四半期のポイント34
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単位：億円

FY2022
2Q

実績 実績
前期比
増減

修正予想
前期比
増減

売上収益 1,327 1,519 192 2,900 △24

営業利益 115 70 △45 190 △3

営業利益率 8.7% 4.6% △4.1% 6.6% △0.1%

税引前利益 102 72 △30 185 24

当期利益※1 73 53 △20 132 23

設備投資 21 29 9 124 75

減価償却費 16 18 2 31 △2

※1 親会社の所有者に帰属する当期利益

FY2023
2Q

FY2023
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FY２０２３ 2Q
宝飾分野から回収が増加し金の販売量が増加、金の価格も上昇。
一方で、ロジウム価格やパラジウム価格の下落や触媒及びエレク
トロニクス分野の取引先の在庫調整の影響を受け回収量が減少。

貴金属リサイクル事業（国内・アジア） 北米精錬事業
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FY２０２３ 2Q
精錬手数料、トレーディングや前渡し収益が増加。

※

（単位：億円）

実績※ 実績 前期比増減 予想 前期比増減

売上収益 1,239 1,439 200 2,720 △ 22

営業利益 105 61 △ 44 167 △ 31

利益率 8.5% 4.2% △ 4.3% 6.1% △ 1.1%

貴金属
FY2022 2Q FY2023 2Q FY2023

➡増収・減益 ➡増収・増益

※FY2023からセグメント会計基準の変更に伴い、FY2022実績は遡及処理しております。

貴金属セグメント36



FY２０２３ ２Q

施設の稼働率は高水準であったが、コロナ関連廃棄物の減少による医療系廃棄物の単価下落、横浜工場の新焼却炉建設に伴
う事業転換の影響を受ける。

環境保全事業
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（単位：億円）

実績※ 実績 前期比増減 予想 前期比増減

売上収益 88 80 △ 8 180 △ 2

営業利益 17 11 △ 6 23 △ 15

利益率 19.5% 13.7% △ 5.8% 12.8% △ 8.3%

環境
FY2022 2Q FY2023FY2023 2Q

➡減収・減益

※FY2023からセグメント会計基準の変更に伴い、FY2022実績は遡及処理しております。

環境保全事業セグメント37



Copyright © ARE Holdings, Inc. All rights reserved.

ご清聴ありがとうございました

（お問い合わせ先）

企画部 irinfo@are-holdings.com


